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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 所 定 の 表 面 粗 さ 値 を 特 徴 と す る 劈 開 面 を も つ 基 板 を 、 　 前 記 所
定 の 表 面 粗 さ 値 を 約 ５ ０ パ ー セ ン ト 以 上 、 前 記 劈 開 面 を 水 素 担 持 環 境 に 維
持 し な が ら 、 前 記 劈 開 面 の 温 度 を 約 １ ， ０ ０ ０ ℃ を 超 え る 温 度 に 上 昇 さ せ 、

を 特 徴 と す る 材 料 膜 の 処 理 方 法 。
　 　 【 請 求 項 】 　 前 記 劈 開 面 は １ ０ ２ １ か ら ５ × １ ０ ２ ２ の 範 囲 の 初 期 濃 度 レ ベ ル を 有
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 】 　 前 記 水 素 ガ ス に 対 す る Ｈ Ｃ Ｌ の 比 が 、 約 ０ ． ０ ０ １ ～ １ ０ で あ る 請 求
項 １ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 】 　 前 記 水 素 ガ ス に 対 す る Ｈ Ｃ Ｌ の 比 が 、 約 ０ ． ０ ０ １ ～ ３ ０ で あ る 請 求
項 １ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 】 　 前 記 劈 開 面 の 所 定 の 表 面 粗 さ 値 が 熱 処 理 室 で 減 少 さ れ る 請 求 項 １ に 記
載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 】 　 前 記 劈 開 面 は 制 御 さ れ た 劈 開 プ ロ セ ス に よ り 与 え ら れ る 請 求 項 １ に 記
載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 】 　 前 記 基 板 が シ リ コ ン ウ ェ ー ハ で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 】 　 特 定 の 表 面 粗 さ 値 の 劈 開 面 を 有 す る 基 板 を 用 意 し 、 前 記 劈 開 面 を エ ッ
チ ャ ン ト に 露 呈 さ せ て 前 記 特 定 の 表 面 粗 さ 値 を 減 少 さ せ な が ら 該 劈 開 面 の 温 度 を 約 １ ， ０
０ ０ ℃ を 超 え る 温 度 に 上 昇 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 基 板 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 】 前 記 特 定 の 表 面 粗 さ 値 が ５ ０ %以 上 減 少 さ れ る 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 】 　 前 記 エ ッ チ ャ ン ト が 水 素 を 含 む 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 】 　 前 記 エ ッ チ ャ ン ト が Ｈ Ｃ Ｌ で あ り 、 前 記 劈 開 面 が 水 素 ガ ス に 露 呈 さ
れ る 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 】 　 前 記 水 素 ガ ス に 対 す る 前 記 Ｈ Ｃ Ｌ ガ ス の 比 率 が 約 ０ ． ０ ０ １ ～ １ ０
で あ る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
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前 記 水 素 担 持
環 境 は エ ッ チ ャ ン ト を 含 み 、 該 エ ッ チ ャ ン ト が Ｈ Ｃ Ｌ ガ ス で あ り 、 前 記 水 素 担 持 環 境 が 前
記 Ｈ Ｃ Ｌ と 水 素 ガ ス を 含 む こ と
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　 　 【 請 求 項 】 　 前 記 劈 開 面 を シ リ コ ン 担 持 ガ ス に 露 呈 し て 該 劈 開 面 に シ リ コ ン 原 子
を 沈 積 さ せ る 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
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